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日

号
外

ペ
ー
ジ

三
四

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者

を
公
告
す
る
件

一
六

三

三
五

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

三
〇

三

〇
法

務

省

三
〇
四

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

一

二

三
〇
五

更
生
保
護
法
第
五
十
一
条
第

二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
法

務
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
を

告
示
す
る
件

一

三

三
〇
六

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一

三

三
〇
七

〃

二

四

三
〇
八

〃

三

二

三
〇
九

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

六

二

三
一
〇

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

七

五

三
一
一

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

七

五

三
一
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

七

五

三
一
三

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

八

二

三
一
四

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

八

二

三
一
五

〃

九

一

三
一
六

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

一
〇

二

三
一
七

戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

一
〇

二

三
一
八
e

三
二
〇

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
研
修

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
研
修
を
定
め

る
件

一
〇

二

三
二
一
e

三
二
六

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
研
修

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
研
修
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

二

三
二
七

三
二
八

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
三

二

三
二
九

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

を
定
め
る
政
令
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
事
務
の
指
定
に
関

す
る
件

一
三

二

三
三
〇

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
三

三

三
三
一

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

一
四

二

三
三
二

三
三
三

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
四

二

三
三
四

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
四

二

三
三
五

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

一
五

四

三
三
六

三
三
七

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
六

三

三
三
八

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

一
六

三

三
三
九

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
六

三

三
四
〇

除
籍
が
滅
失
し
た
件

一
七

四

三
四
一

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

一
七

四

三
四
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
一

二

三
四
三

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
に
関
す

る
件

二
二

三

三
四
四

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二
二

三

三
四
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
二

三

三
四
六

〃

二
三

二

三
四
七

〃

二
四

七

三
四
八

〃

二
七

四

三
四
九

〃

二
八

一

三
五
〇

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

三
〇

三

三
五
一

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
に
よ
る
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
件

三
〇

三

三
五
二

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

三
〇

三

三
五
三

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法

を
指
定
し
た
件

三
〇

三

三
五
四

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

三
〇

三

三
五
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

三
〇

三

三
五
六

〃

三
一

五

〇
外

務

省

三
五
三

千
九
百
七
十
九
年
の
海
上
に

お
け
る
捜
索
及
び
救
助
に
関

す
る
国
際
条
約
へ
の
レ
バ
ノ

ン
共
和
国
の
加
入
に
関
す
る

件

一

四

三
五
四

二
千
一
年
の
船
舶
の
有
害
な

防
汚
方
法
の
規
制
に
関
す
る

国
際
条
約
の
ベ
ル
ギ
ー
王
国

に
よ
る
批
准
に
関
す
る
件

一

四

三
五
五

二
千
一
年
の
船
舶
の
有
害
な

防
汚
方
法
の
規
制
に
関
す
る

国
際
条
約
へ
の
シ
リ
ア
・
ア

ラ
ブ
共
和
国
の
加
入
に
関
す

る
件

一

四

三
五
六

ジ
ブ
チ
共
和
国
政
府
に
対
す

る
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
ジ
ブ
チ
共
和
国
政
府
と

の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す

る
件

一

四

三
五
七

千
九
百
七
十
一
年
の
油
に
よ

る
汚
染
損
害
の
補
償
の
た
め

の
国
際
基
金
の
設
立
に
関
す

る
国
際
条
約
を
改
正
す
る
千

九
百
九
十
二
年
の
議
定
書
へ

の
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国

の
加
入
に
関
す
る
件

一

四

三
五
八

女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約
へ
の
カ
タ
ー
ル
国
の
加

入
に
関
す
る
件

一

四

三
五
九

返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効

と
す
る
件

三

三

三
六
〇

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

六

二

三
六
一

ベ
モ
ス
e

デ
ィ
リ
給
水
施
設

緊
急
改
修
計
画
の
た
め
の
贈

与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

六

三

三
六
二

第
三
次
橋
梁
架
け
替
え
計
画

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ブ
ー
タ
ン
王
国

政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件

六

三

�
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